
議会だよりふくつをお読みいただきありがとうございます。紙面に対す
る感想やご意見などがありましたら、声をお聞かせください。いただいた
内容は今後の編集の参考とするほか、紙面で紹介する場合もあります。
なお、原則、直接回答は行っていませんのでご了承ください。

P O S T  C A R D

８１１-３２９３
福津市役所　
議会事務局 行

2024. 2024. 号号春春
フリガナ
氏名

住所　〒　　　－

電話番号（紙面掲載時の確認の際に連絡します）

年齢

歳

ペンネーム

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

郵送する場合

質　疑 質　問
対　象 議題となっているもの 市の仕事全般
意　見 できない（討論で行う） できる

具体例

議案の審議・審査の質疑
【議案審査の流れ】
議案が議題となる
→提案者の説明→質疑
→討論（意見）→採決（決定）

一般質問
（議員が市長に対し、
 市の仕事について
 質問すること）

（
４
）現
状
の
特
命
随
意
契
約
の
内
容

を
確
認
し
、
件
数
の
減
少
に
努
め
る

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
連
続
複
数
年

契
約
が
長
期
化
し
て
い
る
事
案
は
、

厳
密
な
点
検
を
行
い
、

運
用
是
正
体
制
の
構
築

が
必
要
で
あ
る
。

本
市
で
も
市
民
意
見
の
掲
載
を
継

続
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
テ
ー

マ
設
定
や
取
材
方
法
、
編
集
工
程
な

ど
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

今
後
、
編
集
方
針
を

作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

足
度
は
、
令
和
５
年
度
は
５
段
階
評

価
で
平
均
４
・
６
５
で
あ
っ
た
。

３
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
・

抄
本
の
添
付
省
略
化
や
広
域
交
付
な

ど
の
新
シ
ス
テ
ム
の
活
用
で
、
さ
ら

な
る
混
雑
緩
和
も
期
待
さ
れ
る
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
割
合
も
増
加
傾

向
で
、
窓
口
業
務
の
混
雑
対
策
は
、

概
ね
と
ら
れ
て
い
る
。

国
か
ら
公
表
さ
れ
た「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
窓
口
改
革
の
取
り
組
み
」

の
中
に
あ
る
先
進
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
今
後
は
全
庁
的
か
つ
効
果

的
な
対
策
を
計
画
的
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

本
市
に
お
け
る
随
意
契
約
の
実
態

を
調
査
し
、
改
善
点
等
を
提
言
し
た
。

※
随
意
契
約
は
地
方
公
共
団
体
が
任

意
に
相
手
方
を
選
択
し
て
契
約
で
き

る
例
外
的
な
方
法
。

調
査
結
果

現
状
、
随
意
契
約
の
内
容
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
市
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
さ
れ

て
い
な
い
。
工
事
以
外
の
随
意
契
約

件
数
は
２
８
５
件
。
連
続
複
数
年
契

約
の
割
合
は
60
％
を
占
め
る
。
運
用

や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に
改
善
の
余
地
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

委
員
会
か
ら
の
提
言

埼
玉
県
寄
居
町
議
会
の
議
会
だ
よ

り
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て
、
編
集

方
針
と
特
集
の
工
夫
を
調
査
し
た
。

日
本
一
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
編
集
・
作
成

寄
居
町
議
会
だ
よ
り
は「
読
ま
れ
な

い
議
会
だ
よ
り
に
出
す
意
味
な
し
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
町
民

参
加
、
政
策
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た

編
集
を
心
掛
け
て
い
る
。

特
に
町
民
参
加
を
重
視
し
、
多
く

の
町
民
の
登
場
を
心
掛
け
て
い
る
。

重
要
案
件
に
は
議
員
と
町
民
の
各
視

点
を
紙
面
に
掲
載
し
て
い
る
。

市
民
課
窓
口
に
は
、
諸
証
明
や
異

動
手
続
き
等
に
多
く
の
市
民
が
来
庁

し
て
い
る
。
先
進
自
治
体
で
は
手
続

き
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
待
ち
時
間
短

（
１
）今
後
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
公
表
な
ど

を
検
討
す
る
こ
と
は

一
定
の
改
善
と
捉
え

る
。
担
当
部
署
で
ど

の
よ
う
な
業
務
履
行

状
況
の
確
認
を
し
て

い
る
か
の
把
握
は
必

要
で
あ
る
。

（
２
）プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
の
特
性
を
生
か
し
市
民
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
も
、
審
査
員
に
外

部
の
有
識
者
を
入
れ
る
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
３
）随
意
契
約
内
容
を
公
表
す
る
予

定
だ
が
、
公
表
方
法
は
市
民
に
分
か

り
や
す
い
形
を
要
望
す
る
。

平
成
20
年
度
か
ら

は
全
国
町
村
議
会
議

長
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
に
議
会
だ
よ
り
を

出
展
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
は
奨
励
賞
１

回
、
優
良
賞
２
回
、

優
秀
賞
１
回
、
最
優

秀
賞
を
５
回
受
賞
し

て
い
る
。

市
民
参
加
の
紙
面
づ
く
り
を
寄
居
町

の
よ
う
に
継
続
し
て
取
り
組
む

議
員
が
現
地
に
赴
き
、
取
材
を
行

う
こ
と
は
広
聴
機
能
の
役
割
を
担
い
、

議
員
の
ス
キ
ル
向
上
に
も
寄
与
す
る

の
で
本
市
に
お
い
て
も
継
続
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

縮
と
業
務
軽
減
が
で
き
る「
書
か
な
い

窓
口
」を
導
入
し
て
い
る
。
本
市
の
混

雑
対
策
の
現
状
を
調
査
し
た
。

調
査
結
果

令
和
４
年
度
に
窓
口
で
証
明
書
を

発
行
し
た
件
数
は
、
最
多
月
は
３
月

４
９
２
９
件
、
最
少
月
は
12
月
３
６

２
３
件
だ
っ
た
。
待

ち
時
間
は
概
ね
１
～

４
分
で
あ
っ
た
。

平
成
28
年
度
開
始

の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
に
よ
り
増

加
し
て
い
る
。

窓
口
業
務
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
満

▲随意契約のガイドライン
▲寄居町議会広報委員の紙面にか
ける熱い思いを持ち帰りました

▲混雑緩和のための全庁的な対策を

随
意
契
約
の
実
態
と
課
題
に

つ
い
て
調
査

日
本
一
の
埼
玉
県
寄
居
町
議

会
の
議
会
だ
よ
り
を
調
査

市
民
課
窓
口
の
混
雑
対
策
に

つ
い
て
調
査

各常任委員会が所管する市の事務について行った所管 事務調査と、議会広報調査特別委員会の行政視察を報告します。

総務部、経営企画部、教育部、会計課、監査事務局等
の事務について調査研究しています。

市民生活部、健康福祉部、こども家庭部の事務につい
て調査研究しています。

議会だよりの編集と発行のために活動し、編集方法に
ついて調査研究しています。

議員の議会での発言には「質疑」と「質問」の２種類があ
ることをご存じですか。どちらも似た言葉ですが、議会
ではそれぞれをこのように使い分けています。
「質疑」は議題となっているものについての疑問点を聞

くことであり、本会議や委員会で議案などの審議や審査
の際に行うものです。また賛否の態度決定ができるよう
疑問点をただすもので、自己の意見を述べることはでき
ません。自分の意見は、質疑の後の討論で述べます。
「質問」は、本会議において、市の仕事全般に対して行

う「一般質問」がこれに当たります。「質疑」と違って自己
の意見を述べることもできます。

総 務 文 教 委 員 会市 民 福 祉 委 員 会議 会 広 報 調 査 特 別 委 員 会

委員会調査リポートもっと知りたい！福津市議会

議会での「質疑」と「質問」の違いって？

「質疑」と「質問」どちらも疑問点を聞くけど…

報告書はこちら報告書はこちら報告書はこちら

1 2議 会 だ よ り  ふ く つ



紙面の感想やご意見があればご記入ください。Ｑ
3

感想やご意見は、以下のはがきを切り取り、63円切
手を貼って郵送するか、市役所、市図書館、津屋崎行
政センター設置の意見箱に投函してください。なお、
右の感想・ご意見フォームからも提出できます。

特集  地震に備える

改善してほしいと思う記事をご記入ください。Ｑ
２

今号でよかったと思う記事をご記入ください。Ｑ
１

2024.春号2024.春号

感想・ご意見フォーム

議会だよりについ

ての市民の皆様の

感想やご意見を

紹介します。

発行責任者　議長　髙山 賢二
議会広報調査特別委員会
委　員　長　福井 崇郎
副 委 員 長　中村 晶代
委　　　員　中村 恵輔　井手口忠信
　　　　　　山本 祐平　石田まなみ

みんなと議会のいい関係

議会だより ふくつ

春

議
員
研
修
会
が
太
宰
府

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
国
立
博
物
館
の
富
田

淳
館
長
を
講
師
に
、
王
羲

之
に
関
す
る
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
世
界
遺
産
を
持

つ
本
市
で
も
、
地
元
の
素

晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え

る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

『
議
会
だ
よ
り
ふ
く
つ
』

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
議

会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

の
研
修
会
を
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
以
前
、
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
研
修
会

で
も
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
久
留
米
市
や
糸
島
市
の

元
広
報
担
当
者
や
、
福
津

市
広
報
担
当
者
で
す
。
主

な
内
容
は
他
市
議
会
広
報

紙
と
当
市
議
会
だ
よ
り
の

比
較
検
証
で
す
。

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

歴
を
持
つ
講
師
た
ち
か
ら

表
紙
、企
画
、レ
イ
ア
ウ
ト
、

写
真
な
ど
の
改
善
点
を
指

摘
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
読

み
や
す
く
な
っ
た
と
高
評

価
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太
宰
府
市
議
会
広
報
特

別
委
員
会
が
、
本
市
の
議

会
だ
よ
り
を
視
察
す
る
た

め
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
で
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

流
れ
や
市
民
参
加
型
の
特

集
記
事
に
移
行
し
た
狙
い

な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
中
で
、
市

民
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
思
い
で
試
行
錯
誤
を
し

て
い
る
の
は
、
ど
の
自
治

体
も
同
じ
だ
と
改
め
て
感

じ
た
行
政
視
察
受
入
れ
と

な
り
ま
し
た
。

福
岡
県
中
部
十
一
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会
に
参
加

議
会
だ
よ
り
研
修
会
を
開
催

太
宰
府
市
議
会
か
ら
行
政
視
察
に
来
訪

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

ジ
に
な
り
、
議
会
の
内
容
が
わ
か

り
や
す
く
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

福
津
市
は
人
口
が
増
え
て
い
ま

す
。
今
、
子
ど
も
達
が
遊
ぶ
場
所

な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
公
園
や
広
場
な
ど
の
居

場
所
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
レ
モ
ン
パ
イ
さ
ん
／
50
歳
代
）

読
み
や
す
い
広
報
だ
と
感
じ
ま

す
。福

津
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
会
の
活
躍
や
、
古
墳
群
の
四

季
の
写
真
な
ど
、
世
界
遺
産
の
新

原
・
奴
山
古
墳
群
の
魅
力
が
書
か

れ
て
い
て
、
大
変
楽
し
く
拝
見
し

ま
し
た
。
過
去
の
多
く
の
一
般
質

問
や
総
括
質
疑
の
事
も
詳
細
に
説

明
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
こ
の
大

切
な
福
津
市
の
財
産
を
、
永
久
に

保
存
で
き
る
よ
う
に
市
と
協
力
し

て
く
だ
さ
い
。

　
（
福
津
の
歴
史
大
好
き
さ
ん

／
70
歳
代
）

最
近
の
議
会
だ
よ
り
は
市
民
の

顔
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

知
っ
て
い
る
方
を
見
つ
け
る
と
嬉

し
く
な
り
ま
す
。
全
面
カ
ラ
ー
に

な
っ
た
こ
と
で
写
真
が
と
て
も
見

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
お
花
な
ど

の
色
が
鮮
や
か
で
四
季
が
感
じ
や

す
く
な
り
ま
す
ね
。

議
案
審
議
の
ペ
ー
ジ
で
お
願
い

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
賛
否

が
分
か
れ
る
よ
う
な
議
案
に
つ
い

て
は
、
内
容
を
載
せ
て
い
た
だ
き

「
議
会
だ
よ
り
ふ
く
つ
」が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
ま
ず
感
じ
る
の
は
、

表
紙
の
イ
ン
パ
ク
ト
。

思
わ
ず
、
中
に
は
何
が
書
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
手
に
取
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。

冒
頭
の
特
集
に
は
、
知
っ
て
い

る
方
の
写
真
や
意
見
が
載
っ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
親
近
感
を
感
じ

ま
す
。

議
会
で
の
質
疑
内
容
や
活
動
内

容
を
、
よ
り
細
か
く
丁
寧
に
伝
え

る
こ
と
も
大
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
議
会
活
動
を
紹
介
す
る
入
り

口
と
し
て
、
関
心
の
薄
い
市
民
に

も
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
寅
次
郎
の
母
／
60
歳
代
）

前
号
の
特
集
だ
っ
た
世
界
遺
産

を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
ペ
ー

た
い
で
す
。
12
月
定
例
会
で
あ
れ

ば
、
議
員
報
酬
や
職
員
の
給
与
に

関
す
る
内
容
が
全
く
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
教
育
長
の
人
事

案
が
不
同
意
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
津
市
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な

事
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
質
疑
が

さ
れ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
気
概

は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
今
後

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん
さ
ん
／
30
歳
代
）

閉
会
中
の
議
会
の
動
き
を
紹
介
し
ま
す
。

　今号では、地震を想定した災害へ
の備えについて特集しました。
　過去の議会質問から、現在の取り
組み状況や今後の課題について、関
係者の方々に取材しました。ご協力
に感謝いたします。
　防災・減災は、私たち一人一人の
日頃の備えが大事です。防災袋の点
検も心掛けたいと思います。皆さん
は準備されていますか。

（中村 晶代）

編集後記

　議会の二つの使命を完全に達成で
きるよう懸命に努力すること。

議員の職責

　住民を代表する公選の議員で構成
される地方公共団体の議事機関です。

議会の地位

①地方公共団体の条例や予算等の団
体意思を最終的に決定すること。

②執行機関の行財政の運営や事務処
理ないし事業の実施が、すべて適
法かつ適切に、公平で効率的に、
そして民主的になされているかど
うかを批判し監視すること。

議会の二つの使命
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答
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6月定例会
6月3日（月）開会
6月19日（水）閉会予定

次回の定例会

市議会HP

　議会を傍聴してみませんか。傍聴の
際は、議事進行の妨げとならないよう
傍聴規則を遵守し、大声や拍手を厳に
謹んでいただきますようお願いしま
す。なお、本会、予算および決算審査
特別委員会は、中継と録画
配信もしています。
※託児サービスあり（要事前予約）

議会の傍聴 中継・録画配信

中継・録画配信

1 5 議 会 だ よ り  ふ く つ


